
　
　
平
成
十
年
か
ら
十
九
年
末
ま
で
に
通
讀

（
凡
例
）

●
著
者
、『
書
名
』
出
版
年
、
出
版
者
。（
讀
了
日
を
示
す
整
理
記
號
）

副
題
お
よ
び
。
内
容
概
要
。

そ
の
他
。

　
　
　
　
平
成
十
年

●
池
下
育
子
『
セ
ッ
ク
ス
・
ル
ネ
サ
ン
ス
』
平
成
十
年
、
マ
ガ
ジ
ン
ハ
ウ
ス
。(10-08-21)

　
　
更
年
期
以
降
の
女
性
に
と
つ
て
、
性
生
活
の
大
切
さ
を
説
い
て
ゐ
る
。「
獨
樂
」
と
い
ふ
言
葉
あ
り
。

●
藏
琢
也『
な
ぜ
ヒ
ト
は
美
人
を
愛
す
る
の
か
』
平
成
十
年
、三
笠
書
房
・
知
的
生
き
方
文
庫
。(10-09-08)

　
　
美
男
美
女
を
求
め
る
心
を
生
物
學
の
「
利
己
的
遺
傳
子
」
の
考
へ
方
で
多
方
面
か
ら
見
て
ゐ
る
。

●
チ
ェ
リ
ー
ピ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ド
、
河
野
槇
譯
『
ブ
ル
ー
ホ
テ
ル
』
平
成
六
年
、
二
見
書
房
。(10-09-15)

　
　
ミ
ス
テ
リ
ー
ポ
ル
ノ
。

●
ク
ロ
ン
ハ
ウ
ゼ
ン
夫
妻
、
安
田
一
郎
譯
『
完
全
な
る
女
性
・
性
的
欲
望
と
反
應
』
昭
和
四
十
一
年
、
河

出
書
房
新
社
。(10-09-20)

●
『
モ
ア
・
リ
ポ
ー
ト-

女
た
ち
の
生
と
性
』
昭
和
六
十
年
、
集
英
社
文
庫
。(10-10-07)

　
　
女
性
の
性
的
體
驗
の
報
告
集
。
十
七
歳
か
ら
五
十
二
歳
ま
で
、
四
十
二
人
の
報
告
。

●
『
モ
ア
・
リ
ポ
ー
ト-

新
し
い
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
ー
を
求
め
て
』
昭
和
六
十
一
年
、
集
英
社
文
庫
。

(10-10-14)

　
　
女
性
の
性
的
體
驗
を
項
目
別
に
紹
介
。

●
佐
々
木
忠
『
プ
ラ
ト
ニ
ッ
ク
・
ア
ニ
マ
ル
』
平
成
四
年
、
情
報
セ
ン
タ
ー
出
版
局
。(10-11-29)

　
　
ポ
ル
ノ
映
畫
監
督
の
眼
で
見
た
オ
ー
ガ
ズ
ム
獲
得
法
。
自
己
の
殻
を
剥
ぎ
取
る
こ
と
が
必
要
と
い
ふ
。



●
松
浦
理
英
子
『
ナ
チ
ュ
ラ
ル
ウ
ー
マ
ン
』
平
成
三
年
、
河
出
文
庫
。(10-12-02)
　
　
若
い
女
性
同
性
愛
小
説
。

●
福
田
和
彦
『
江
戸
の
性
愛
學
』
昭
和
六
十
三
年
、
河
出
文
庫
。(10-12-07)

●
心
棄
疾
『
來
自
共
和
國
「
掃
黄
」
総
部
的
報
告
』
平
成
三
（
一
九
九
一
）
年
、
胡
南
文
藝
出
版
社
。

(10-12-26)

　
　
中
共
國
に
お
け
る
ポ
ル
ノ
を
中
心
と
す
る
出
版
統
制
の
報
告
。
随
所
に
社
會
主
義
的
出
版
の
考
へ
方

が
出
て
ゐ
る
。

　
　
　
　
平
成
十
一
年

●
魯
地
『
黄
禍
在
中
國
』
平
成
五
年
（
一
九
九
三
）、
吉
林
文
史
出
版
社
。(11-01-18)

　
　
中
共
國
に
お
け
る
性
犯
罪
の
報
告
。

●
笠
井
寛
司
『
幸
せ
の
性
革
命
』
平
成
九
年
、
小
學
館
。(11-01-26)

　
　
解
剖
学
的
な
面
か
ら
の
啓
蒙
書
。「
獨
樂
」
と
い
ふ
言
葉
。『
秘
事
作
法
』

●
北
澤
拓
也
『
人
妻
の
三
泊
四
日
』
平
成
十
年
、
双
葉
文
庫
。(11-02-14)

　
　
短
編
ポ
ル
ノ
小
説
集
。
絵
画
教
室
經
營
の
宮
永
が
自
分
の
愛
人
の
紹
介
や
教
へ
子
と
性
交
渉
を
持
つ
。

す
べ
て
ワ
ン
パ
タ
ー
ン
。

●
團
鬼
六
『
人
妻
』
平
成
十
年
、
幻
冬
社
ア
ウ
ト
ロ
ー
文
庫
。(11-02-28)

　
　
小
説
。

●
黒
沼
克
史
『
援
助
交
際
』
平
成
十
年
、
文
春
文
庫
。(11-03-06)

　
　
ポ
ケ
ベ
ル
の
普
及
に
よ
り
擴
が
つ
た
女
子
中
学
生
、
女
子
高
校
生
の
賣
春
の
實
態
を
紹
介
。

●
山
口
香
『
美
脣
の
饗
宴
』
平
成
十
一
年
、
ケ
イ
ブ
ン
シ
ャ
文
庫
。(11-03-12)

　
　
お
手
軽
ポ
ル
ノ
。
銀
行
員
鈴
木
の
女
性
遍
歴
。
駄
作
。

●
綺
羅
光
『
美
人
課
長
映
美
子
　
媚
肉
の
特
訓
報
酬
』
平
成
九
年
、
フ
ラ
ン
ス
書
院
文
庫
。(11-05-01)

　
　
ポ
ル
ノ
小
説
。
終
り
方
が
駄
目
。

●
マ
ル
キ
ド
・
サ
ド
、
渋
澤
龍
彦
譯
『
ジ
ュ
ス
チ
ー
ヌ
あ
る
い
は
美
徳
の
不
幸
』
昭
和
六
十
年
、
富
士
見



ロ
マ
ン
文
庫
。(11-05-05)
　
　
惡
徳
の
論
理
を
述
べ
た
小
説
。

●
富
島
健
夫
『
花
の
秘
密
』
平
成
九
年
、
双
葉
文
庫
。(11-05-15)

　
　
中
學
か
ら
高
校
二
年
ま
で
の
間
に
、
鈴
子
は
叔
母
夫
婦
に
よ
つ
て
實
地
の
性
教
育
を
受
け
る
。
ソ
フ

ト
ポ
ル
ノ
。
再
讀(290627)

●
マ
ル
ガ
レ
ー
テ
フ
ォ
ン
フ
ァ
ル
ケ
ン
ジ
、
赤
木
元
譯
『
ブ
ル
ー
エ
ン
ジ
ェ
ル
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
』
平
成
元

年
、
富
士
見
浪
漫
文
庫
。(11-06-04)

　
　
一
九
三
〇
年
代
の
ハ
リ
ウ
ッ
ド
で
の
一
人
の
映
画
監
督
の
死
を
巡
る
ポ
ル
ノ
。

●
ハ
ン
ス
・
エ
バ
ー
ハ
ー
ト
、
阿
部
孔
子
譯
『
レ
ズ
ビ
ア
ン
』
平
成
六
年
、
青
弓
社
。(11-07-06)

　
　
心
理
的
病
態
の
一
つ
と
し
て
の
同
性
愛
に
つ
い
て
の
事
例
を
擧
げ
て
の
解
説
。
成
長
期
に
お
け
る
非

正
常
な
心
理
環
境
に
よ
り
性
意
識
が
歪
め
ら
れ
る
こ
と
を
示
し
て
ゐ
る
。

●
林
美
一
『
江
戸
の
枕
繪
師
』
昭
和
六
十
二
年
、
河
出
文
庫
。(11-07-29)

　
　
浮
世
繪
師
は
い
づ
れ
も
枕
繪
を
描
い
て
を
り
、
こ
こ
で
は
著
名
浮
世
繪
師
の
枕
繪
を
紹
介
し
て
ゐ
る
。

●
宮
淑
子
『
メ
デ
ィ
ア
・
セ
ッ
ク
ス
幻
想
』
平
成
六
年
、
太
郎
次
郎
社
。(11-09-05)

　
　
ポ
ル
ノ
ビ
デ
オ
に
つ
い
て
女
権
論
者
と
し
て
の
報
告
。
ポ
ル
ノ
ビ
デ
オ
が
一
つ
の
作
品
で
あ
る
と
い

ふ
認
識
か
ら
、
少
し
ず
れ
て
ゐ
る
。
長
野
縣
の
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
で
有
料
ポ
ル
ノ
ビ
デ
オ
を
仲
間
と
一
緒

に
盗
み
見
し
た
こ
と
や
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
相
手
の
本
名
や
私
生
活
を
不
必
要
に
記
述
す
る
な
ど
、
不
用
意

な
面
が
あ
る
。

●
別
冊
宝
島
編
集
部
『
ザ
・
風
俗
嬢
』
平
成
十
一
年
、
宝
島
社
文
庫
。(11-09-16)

　
　
性
を
賣
り
物
と
す
る
職
業
の
女
性
ら
に
つ
い
て
の
個
人
的
な
來
歴
を
紹
介
。

●
塙
慶
一
郎
『
翔
ぶ
バ
イ
ア
グ
ラ
』
平
成
十
一
年
、
飛
天
出
版
。(11-10-25)

　
　
三
流
ポ
ル
ノ
小
説
。

●
南
里
征
典
『
出
張
撮
影
師
が
ゆ
く
』
平
成
十
一
年
、
日
本
文
藝
者
。(11-10-25)

　
　
ポ
ル
ノ
小
説
。

●
豊
田
行
二
『
野
望
秘
書
』
平
成
六
年
、
光
文
社
文
庫
。(11-10-28)

　
　
ポ
ル
ノ
小
説
。

●
安
部
牧
郎
『
夜
の
肌
ざ
わ
り
』
平
成
十
一
年
、
廣
濟
堂
文
庫
。(11-10-30)

　
　
二
流
戀
愛
小
説



　
　
　
　
平
成
十
二
年

●
赤
松
光
夫
『
密
会
妻
』
平
成
六
年
、
徳
間
オ
リ
オ
ン
、
オ
リ
オ
ン
文
庫
。(12-02-13)

●
富
島
健
夫
『
雅
子
の
見
聞
記
』
平
成
九
年
、
徳
間
文
庫
。(12-05-31)

　
　
青
春
小
説
。

　
　
　
　
平
成
十
三
年

●
岡
田
甫
『
川
柳
愛
慾
史
』
昭
和
二
十
七
年
、
あ
ま
と
り
あ
社
。(13-07-11)

　
　
川
柳
で
綴
つ
た
古
代
日
本
の
性
愛
史
。
再
讀(r010521)

　
　
　
　
平
成
十
四
年

●
代
々
木
忠
『
プ
ラ
ト
ニ
ッ
ク
・
ア
ニ
マ
ル
』
平
成
四
年
、
情
報
セ
ン
タ
ー
出
版
局
。(14-07-16)

　
　
再
讀(10-11-29)

。

　
　
　
　
平
成
十
五
年

●
土
屋
英
明
『
道
教
の
房
中
術
』
平
成
十
五
年
、
株
式
會
社
文
藝
春
秋
、
文
春
新
書
。(15-06-08)

　
　
副
題
に
「
古
代
中
國
人
の
性
愛
秘
法
」
と
あ
る
。
古
代
支
那
の
道
教
に
基
づ
い
た
、
性
交
に
よ
る
養

生
長
命
の
技
術
と
そ
の
理
論
を
解
説
。

　
　
こ
れ
を
讀
ん
で
感
じ
た
こ
と
。
性
交
は
種
族
保
存
の
本
能
に
基
づ
く
「
次
世
代
産
出
」
を
目
的
と
し

た
行
爲
で
あ
る
が
、
そ
の
行
爲
を
「
今
、
生
き
て
ゐ
る
個
體
の
長
命
」
を
目
的
と
し
た
手
段
と
し
て
位
置

づ
け
る
の
が
房
中
術
で
あ
る
。
こ
れ
は
支
那
民
族
の
徹
底
し
た
實
利
主
義
か
ら
來
る
も
の
。
支
那
文
化
の



壓
倒
的
な
影
響
を
受
け
た
我
が
民
族
で
あ
る
が
、
性
交
を
單
な
る
「
子
孫
繁
榮
」、「
樂
し
い
こ
と
」
あ
る

い
は
「
遊
び
」
と
し
て
捕
へ
る
以
上
の
も
の
に
は
し
な
か
つ
た
。
と
こ
ろ
が
、
房
中
術
の
文
献
は
返
へ
つ

て
、
我
が
國
に
保
存
さ
れ
て
、
支
那
本
土
に
は
、
文
献
の
中
身
の
み
が
傳
へ
ら
れ
た
。
こ
の
事
情
は
佛
教

で
も
同
じ
で
、
支
那
で
は
大
量
の
佛
典
を
漢
譯
し
な
が
ら
、
翻
譯
が
終
れ
ば
、
用
濟
み
と
し
て
、
原
典
は

捨
て
ら
れ
た
や
う
で
あ
る
。
我
が
國
で
は
、
般
若
心
經
の
パ
ー
リ
ー
語
原
典
ま
で
も
が
今
に
至
る
も
保
存

さ
れ
て
ゐ
る
。

●
富
島
健
夫
『
背
徳
者
た
ち
』
昭
和
五
十
六
年
、
實
業
之
日
本
社
。(15-06-15)

　
　
「
富
島
健
夫
小
説
選
集
・
十
九
」。
ポ
ル
ノ
小
説
集
。
再
讀(290625)

●
藍
川
京
『
紅
蕊
日
記
・
人
妻
千
亜
紀
』
平
成
十
四
年
、
株
式
會
社
日
本
出
版
社
、
ア
ッ
プ
ル
ノ
ベ
ル
ズ
。

(15-08-23)

　
　
出
色
の
ポ
ル
ノ
小
説
。
再
讀
（24-08-23
）（290129

）

●
綺
羅
光
『
美
人
課
長
　
映
美
子
』
平
成
九
年
、
株
式
會
社
フ
ラ
ン
ス
書
院
、
フ
ラ
ン
ス
書
院
文
庫
。

(15-09-12)

　
　
二
流
ポ
ル
ノ
小
説
。

●
カ
ト
リ
ー
ヌ
リ
シ
ュ
エ
ー
ル
、
中
田
耕
治
『
秘
戯
』
昭
和
五
十
年
、
フ
ラ
ン
ス
書
院
。(15-10-04)

　
　
二
十
歳
の
乙
女
の
夏
の
別
荘
で
の
処
女
喪
失
と
、
友
人
夫
妻
、
男
友
達
と
の
性
交
渉
物
語
。
物
語
の

前
半
は
優
れ
た
構
成
だ
が
、
後
半
は
少
し
だ
れ
た
内
容
。
翻
譯
は
、
対
象
の
人
物
を
取
り
違
へ
と
と
こ
ろ

が
二
、
三
箇
所
あ
る
。

●
相
對
會
『
赤
い
帽
子
の
女
』
平
成
十
一
年
、
河
出
書
房
新
社
、
河
出
文
庫
。(15-10-08)

　
　
副
題
「
相
對
レ
ポ
ー
ト
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
五
」
と
あ
る
。
芥
川
作
か
と
い
は
れ
た
ポ
ル
ノ
短
編
「
赤
い

帽
子
の
女
」
の
ほ
か
に
、
數
編
を
収
録
。
最
後
に
付
け
足
し
て
ゐ
る
、
来
栖
某
の
「
あ
と
が
き
」
が
、
場

違
ひ
の
論
議
を
し
て
ゐ
る
。
全
編
を
通
し
て
、
ポ
ル
ノ
と
し
て
は
物
足
り
な
い
。
參
考
的
な
價
値
の
み
。

●
影
村
英
生
『
成
城
淑
女
の
寝
室
』
平
成
四
年
、
株
式
會
社
青
樹
社
。(15-12-28)

　
　
ポ
ル
ノ
短
編
小
説
集
。
ま
づ
ま
づ
の
内
容
。
女
子
専
用
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
人
が
覗
き
、
か
か
は
つ
た

物
語
。
物
語
が
破
綻
し
て
ゐ
る
も
の
も
あ
る
。

　
　
　
　
平
成
十
六
年

●
生
活
文
化
資
料
研
究
會
編
『
江
戸
艶
本
傑
作
選
』
昭
和
二
十
八
年
、
生
活
文
化
資
料
研
究
會
。(16-



02-17)
　
　
江
戸
の
艶
本
、『
開
註
年
中
行
誌
』、『
春
色
入
船
日
記
』、『
仇
枕
浮
名
草
子
』
の
文
章
部
分
の
み
を

活
字
で
収
録
し
た
も
の
。
い
づ
れ
も
原
本
を
見
た
こ
と
は
な
い
が
、
繪
の
部
分
は
現
在
で
も
出
版
を
は
ば

か
る
内
容
で
あ
ら
う
。
文
章
の
内
容
は
、
い
づ
れ
も
た
わ
い
の
無
い
も
の
で
、
ま
さ
に
「
資
料
」
的
な
價

値
の
み
。

●
バ
ク
シ
ー
シ
山
下
『
セ
ッ
ク
ス
障
害
者
た
ち
』
平
成
十
一
年
、
株
式
會
社
幻
冬
舎
、
幻
冬
舎
ア
ウ
ト
ロ

ー
文
庫
。(16-05-30)

　
　
い
は
ゆ
る
ア
ダ
ル
ト
ビ
デ
オ
と
い
ふ
性
交
を
主
題
に
し
た
ビ
デ
オ
作
品
製
作
の
監
督
が
製
作
過
程

で
登
場
し
た
男
女
の
俳
優
に
つ
い
て
書
い
て
ゐ
る
。
筆
者
の
作
品
は
、
強
姦
、
糞
尿
、
監
禁
、
そ
の
他
異

常
な
環
境
で
の
性
交
を
專
門
に
扱
ふ
。
よ
つ
て
、
そ
の
登
場
俳
優
は
正
常
の
性
交
感
覺
を
持
た
な
い
障
害

者
だ
と
言
ふ
。
筆
者
の
ビ
デ
オ
撮
影
過
程
や
こ
の
業
界
の
仕
組
み
な
ど
、
興
味
深
い
内
容
。「
バ
ク
シ
ー

シ
」
と
い
ふ
名
は
物
乞
ひ
乞
食
の
意
味
で
つ
け
た
と
の
こ
と
な
の
で
、
イ
ン
ド
な
ど
で
の
物
乞
ひ
の
時
に

發
す
る
言
葉
か
ら
取
つ
た
も
の
か
。

●
富
島
健
夫
『
男
女
の
原
點
』
平
成
三
年
、
株
式
會
社
光
文
社
、
光
文
社
文
庫
。(16-06-06)

　
　
中
高
年
者
の
性
を
課
題
に
し
た
性
交
小
説
。

●
林
美
一
『
江
戸
艶
本
を
讀
む
』
平
成
六
年
、
株
式
會
社
新
潮
社
、
新
潮
文
庫
。(16-06-22)

　
　
江
戸
時
代
の
種
々
の
性
交
文
藝
を
紹
介
。「
艶
本
」
は
「
繪
本
」
の
も
じ
り
で
、「
エ
ホ
ン
」
と
讀
む
。

「
エ
ン
ホ
ン
」
と
讀
む
例
は
ほ
ん
の
數
例
と
の
こ
と
。
著
名
な
文
筆
家
が
そ
れ
ぞ
れ
性
交
文
藝
を
試
み
て

ゐ
る
と
い
ふ
。
繪
の
作
者
に
つ
い
て
も
紹
介
。
江
戸
時
代
の
性
交
文
藝
に
つ
い
て
、
基
礎
事
項
が
判
り
や

す
く
、
入
門
書
と
し
て
好
ま
し
い
。

●
原
比
露
志
『
川
柳
女
一
代
』
昭
和
二
十
八
年
、
有
限
會
社
紫
書
房
。(16-07-02)

　
　
江
戸
の
川
柳
か
ら
女
に
關
聯
し
た
も
の
を
、
誕
生
か
ら
離
婚
ま
で
の
題
目
分
け
し
て
解
説
。
戰
後
の

時
世
を
反
映
し
た
解
説
。

●
岡
本
隆
三
『
纏
足
』
昭
和
三
十
八
年
、
株
式
會
社
弘
文
堂
。(16-07-14)

　
　
支
那
の
漢
民
族
の
女
性
に
に
永
く
續
い
た
纏
足
の
風
習
に
就
い
て
、
そ
の
や
り
方
、
性
的
刺
激
と
の

關
係
、
歴
史
的
背
景
、
纏
足
廢
止
の
經
緯
な
ど
を
解
説
。

　
　
こ
の
書
で
は
、
宦
官
と
、
罪
人
に
對
す
る
生
皮
剥
ぎ
の
刑
に
も
觸
れ
て
は
ゐ
る
が
、
こ
れ
ら
が
漢
民

族
特
有
の
人
の
家
畜
化
に
通
じ
る
も
の
と
の
視
點
は
無
い
や
う
で
あ
る
。
恐
ら
く
は
、
漢
民
族
に
あ
る
、

耳
た
ぶ
に
穴
を
開
け
る
こ
と
、
敵
對
す
る
者
を
殺
し
、
そ
の
肝
臓
を
食
べ
る
こ
と
、
嬰
児
を
食
材
に
す
る

こ
と
、
な
ど
の
古
い
風
習
と
も
共
通
し
た
根
を
持
つ
も
の
で
あ
ら
う
。

●
オ
リ
ビ
ア
セ
ン
ト
ク
レ
ア
著
、
深
井
み
こ
譯
『
ジ
ョ
ア
ン
ナ
の
愛
し
方
　PartII

』
平
成
七
年
、
株
式

會
社
飛
鳥
新
社
。(16-07-22)



　
　
『
ジ
ョ
ア
ン
ナ
の
愛
し
方
』
の
續
編
。
魅
力
的
な
女
性
に
な
る
た
め
の
手
法
を
紹
介
。
こ
の
巻
で
は
、

獨
樂
の
仕
方
に
つ
い
て
紹
介
。

●
富
島
健
夫
『
誘
惑
の
季
節
』
昭
和
六
十
年
、
株
式
會
社
桃
園
書
房
、
桃
園
文
庫
。(16-07-24)

　
　
大
学
一
年
生
の
男
と
そ
れ
を
取
り
巻
く
女
ら
と
の
性
交
小
説
。

●
富
島
健
夫
『
男
女
の
接
點
』
平
成
三
年
、
株
式
會
社
光
文
社
、
光
文
社
文
庫
。(16-08-06)

　
　
三
人
遘
合
ひ
を
主
題
に
し
た
性
交
小
説
。『
男
女
の
原
點
』
の
續
編
。

●
下
村
耿
史
『
性
技
實
踐
録
・
セ
ッ
ク
ス
メ
ー
ト
氏
聞
き
書
き
』
平
成
十
年
、
河
出
書
房
新
社
、
河
出
文

庫
。(16-08-14)

　
　
ス
ワ
ッ
ピ
ン
グ
專
門
誌
『
ホ
ー
ム
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
』
な
ど
で
活
躍
し
た
セ
ッ
ク
ス
メ
ー
ト
氏
に
よ
る
、

女
を
喜
ば
せ
る
技
術
紹
介
。
再
讀
。

●
福
田
和
彦
『
江
戸
の
性
愛
學
』
昭
和
六
十
三
年
、
河
出
書
房
新
社
、
河
出
文
庫
。(16-08-28)

　
　
江
戸
時
代
の
性
愛
書
を
紹
介
。
再
讀
。

●
三
枝
茂
彰
ほ
か
『「
性
愛
」
大
論
點
』
平
成
十
一
年
、
株
式
會
社
小
學
館
、
小
學
館
文
庫
。(16-09-08)

　
　
性
に
就
い
て
の
公
開
討
論
會
を
纏
め
た
も
の
。
性
差
に
つ
い
て
の
色
々
な
段
階
で
の
定
義
や
、
性
愛

に
つ
い
て
興
味
深
い
。

●
亀
山
早
苗
著
、
陳
玉
芬
譯
『
深
陥
不
倫
地
獄
的
女
人
』
平
成
十
五
年
、
尖
端
出
版
股
分
有
限
公
司
（
臺

灣
）。(16-09-22)

　
　
『
不
倫
の
恋
で
苦
し
む
女
た
ち
』
の
漢
譯
。
夫
以
外
の
男
と
の
戀
、
他
人
の
夫
と
の
戀
な
ど
で
苦
し

む
樣
々
な
女
性
を
紹
介
。

●
ポ
ー
リ
ー
ヌ
・
レ
ア
ー
ジ
ュ
、
長
島
良
三
譯
『
正
・
續
　
オ
ー
嬢
の
物
語
』
昭
和
五
十
六
年
、
株
式
會

社
二
見
書
房
。(16-10-06)

　
　
戀
人
の
氣
に
入
る
や
う
に
と
、
命
ぜ
ら
れ
る
儘
に
鞭
打
た
れ
、
他
の
男
に
譲
ら
れ
、
更
に
陰
唇
に
鐵

の
輪
を
は
め
ら
れ
、
尻
に
焼
き
印
を
捺
さ
れ
、
人
格
の
な
い
奴
隷
と
し
て
性
の
道
具
に
な
り
、
高
級
娼
婦

と
し
て
賣
ら
れ
て
仕
舞
ふ
過
程
を
描
い
て
ゐ
る
。

　
　
こ
の
本
の
扉
に
は
、
副
題
の
如
く
「
上
海
異
人
娼
館
」
と
あ
り
、
カ
バ
ー
に
は
、
大
き
く
、
題
名
の

如
く
、「
上
海
異
人
娼
館
」、
カ
バ
ー
の
背
に
も
題
名
の
如
く
、「
上
海
異
人
娼
館
」
と
あ
る
が
、
本
文
に

は
ま
つ
た
く
關
係
が
無
い
。

　
　
　
　
平
成
十
七
年



●
本
多
尚
二
郎
『
ふ
る
さ
と
の
性
風
俗
』　
昭
和
四
十
四
年
、人
間
書
房
、話
題
シ
リ
ー
ズ
一
。(17-01-25)

　
　
日
本
各
地
の
性
に
ま
つ
は
る
話
題
集
。
誤
植
多
し
。
カ
バ
ー
に
は
「
入
間
書
房
」
と
あ
る
。
素
人
出

版
の
如
し
。
文
章
も
練
れ
て
ゐ
な
い
。

●
團
鬼
六
『
蛇
の
み
ち
は
　
團
鬼
六
自
傳
』
　
平
成
九
年
、
株
式
會
社
幻
冬
社
、
幻
冬
社
ア
ウ
ト
ロ
ー
文

庫
。(17-04-04)

　
　
博
打
好
き
の
父
親
の
元
で
育
ち
、
勝
負
事
や
博
打
を
好
む
自
分
が
、
ど
の
や
う
な
經
緯
で
作
家
に
な

つ
た
か
、
エ
ス
エ
ム
小
説
に
徹
す
る
と
生
活
が
成
り
立
つ
と
い
ふ
不
思
議
な
成
り
行
き
を
紹
介
。
筆
名
の

由
來
、
谷
ナ
オ
ミ
の
藝
名
の
由
來
あ
り
。
人
の
縁
で
仕
事
が
成
り
立
つ
と
い
ふ
こ
と
が
よ
く
判
る
。

●
土
屋
英
明
『
房
中
悦
あ
り
　
中
國
性
奇
談
』
　
平
成
十
六
年
、
株
式
會
社
徳
間
書
店
、
徳
間
文
庫
。

(17-04-19)

　
　
中
華
民
國
十
六
年
發
行
の
珍
し
い
性
の
話
を
集
め
た
本
、『
什
麼
話
』
と
『
性
交
大
観
』
の
内
容
を

翻
譯
、
再
編
し
た
も
の
。
最
後
に
、
辛
亥
革
命
か
ら
大
東
亞
戰
爭
ま
で
の
頃
の
、
大
陸
の
ポ
ル
ノ
出
版
の

概
略
の
紹
介
が
あ
る
。

●
田
中
叔
朗
『
猥
褻
の
系
譜
』
　
昭
和
五
十
七
年
、
オ
ハ
ヨ
ー
出
版
株
式
會
社
、
シ
ロ
ア
リ
文
庫
。

(17-05-29)

　
　
男
女
の
性
器
に
着
い
て
の
雜
文
集
。
書
名
は
不
適
切
。「
猥
褻
」
と
か
、
そ
の
「
系
譜
」
に
つ
い
て

の
内
容
は
無
い
。

●
鈴
木
敏
文
『
性
の
秘
本
ビ
ジ
ュ
ア
ル
編
』
　
平
成
九
年
、
河
出
書
房
新
社
、
河
出
文
庫
。(17-07-04)

　
　
性
に
關
すt

る
入
手
し
が
た
い
本
を
紹
介
。
冩
眞
を
多
く
掲
載
し
た
と
の
こ
と
だ
が
、
い
づ
れ
も
小

さ
く
て
、
判
り
に
く
い
。

　
　
　
　
平
成
十
八
年

●
フ
ラ
ン
シ
ス
ル
ロ
ワ
、
ア
イ
リ
ス
ル
タ
ン
、
河
村
季
里
譯
『
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
』
昭
和
五
十
九
年
、
株
式

會
社
富
士
見
書
房
、
富
士
見
浪
漫
文
庫
。(18-03-18)

　
　
外
交
官
夫
人
と
し
て
の
經
歴
の
あ
る
シ
ル
ビ
ア
は
、
愛
人
マ
ル
ク
を
忘
れ
る
た
め
、
ブ
ラ
ジ
ル
で
若

返
り
と
全
身
變
身
の
手
術
を
受
け
て
、
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
と
な
る
。
看
護
兼
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
ド
ナ
は
、

エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
と
同
性
愛
に
陥
る
。
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
は
性
愛
の
化
身
と
な
り
、
次
々
と
相
手
を
替
へ
て
性

愛
を
經
驗
す
る
。
ド
ナ
に
奨
め
ら
れ
、
ド
ナ
の
愛
人
と
愛
し
合
ふ
や
う
に
な
る
が
、
強
姦
團
に
襲
は
れ
て



自
分
は
マ
ル
ク
を
愛
し
て
ゐ
る
こ
と
を
再
認
識
す
る
。
最
後
の
ま
と
め
が
拙
い
。

●
菜
摘
ひ
か
る
著
『
風
俗
嬢
菜
摘
ひ
か
る
の
性
的
冒
險
』
平
成
十
年
、
株
式
會
社
洋
泉
社
。(18-06-01)

　
　
性
を
賣
る
女
と
し
て
色
々
な
職
業
を
體
驗
し
た
、
自
分
の
過
去
を
紹
介
。
再
讀
（281003

）

●
ゾ
イ
ー
ル
ベ
ル
デ
ィ
エ
ー
ル
著
、
金
井
諒
子
譯
『
ド
ク
タ
ーG

の
館
』
平
成
十
四
年
、
株
式
會
社
光
文

社
、
ブ
イ
コ
レ
ク
ウ
シ
ョ
ン
五
。(18-10-07)

　
　
女
性
向
け
セ
ク
シ
ャ
ル
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
・
シ
リ
ー
ズ
。
ク
ロ
ー
ン
人
間
開
發
の
秘
密
研
究
所
へ
潛
入

取
材
で
這
入
り
こ
ん
だ
ア
ン
ナ
は
、
同
僚
記
者
に
救
ひ
出
さ
れ
る
が
、
ク
ロ
ー
ン
人
間
を
連
れ
て
一
緒
に

暮
ら
す
こ
と
に
な
る
。

●
飯
島
愛
著
『
プ
ラ
ト
ニ
ッ
ク
・
セ
ッ
ク
ス
』
平
成
十
二
年
、
株
式
會
社
小
學
館
。(18-11-29)

　
　
か
つ
て
話
題
に
な
つ
た
と
い
ふ
本
。
テ
レ
ビ
で
活
躍
し
て
い
る
本
人
の
自
傳
。
不
良
少
女
が
テ
レ
ビ

タ
レ
ン
ト
に
な
つ
た
經
緯
を
紹
介
し
て
ゐ
る
。
最
後
の
部
分
に
、
母
親
の
日
記
を
轉
載
し
て
、
自
分
が
ど

の
や
う
な
不
良
少
女
で
あ
つ
た
か
を
示
し
て
、
懺
悔
め
い
た
こ
と
を
書
い
て
ゐ
る
が
、
そ
の
や
う
に
な
る

自
分
の
心
の
動
き
や
、
そ
の
き
つ
か
け
、
周
圍
の
人
物
と
の
係
は
り
な
ど
に
つ
い
て
、
不
滿
の
殘
る
内
容

で
あ
る
。
書
名
は
「
プ
ラ
ト
ニ
ッ
ク
・
ラ
ブ
」
を
連
想
さ
せ
る
が
、
本
書
に
紹
介
さ
れ
た
著
者
の
性
行
動

は
、「
プ
ラ
ト
ニ
ッ
ク
」
と
は
、
相
容
れ
な
い
性
質
の
も
の
で
あ
り
、
商
品
名
と
し
て
は
成
功
し
た
の
か

も
知
れ
な
い
が
、
實
體
を
表
さ
な
い
書
名
で
あ
る
。

　
　
　
　
平
成
十
九
年

●
福
田
利
子
著
『
吉
原
は
こ
ん
な
所
で
ご
ざ
い
ま
し
た
』
平
成
五
年
、
株
式
會
社
社
會
思
想
社
、
現
代
教

養
文
庫
。(19-02-23)

　
　
吉
原
の
引
手
茶
屋
「
松
葉
屋
」
の
女
将
の
自
傳
。
戰
前
か
ら
現
代
ま
で
の
吉
原
の
遷
り
變
り
を
紹
介
。

●
永
田
守
弘
著
『
官
能
の
淫
髄
・
極
め
つ
き
十
編
』
平
成
十
五
年
、
川
繪
で
書
房
新
社
、
河
出
文
庫
。

(19-03-23)

　
　
現
代
の
代
表
的
ポ
ル
ノ
小
説
十
編
に
つ
い
て
、
そ
の
作
者
と
作
品
の
傾
向
を
紹
介
。
代
表
作
の
触
り

を
紹
介
。
藍
川
京
が
良
い
。
後
に
再
讀(20-11-07)

。

●
ア
ダ
ム
徳
永
著
『
ス
ロ
ー
セ
ッ
ク
ス
實
踐
入
門
』
平
成
十
八
年
、
株
式
會
社
講
談
社
、
講
談
社
ぷ
ら
す

あ
る
ふ
ぁ
新
書
。(19-03-29)

　
　
性
交
は
射
精
を
目
的
と
す
る
の
で
は
な
く
、
愛
戯
に
よ
る
「
性
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
交
換
増
幅
」
を
目
的

と
す
べ
き
だ
と
主
張
。



●
砂
戸
増
造
著
『
淫
虐
の
館
』
平
成
十
二
年
、
河
出
書
房
新
社
、
河
出
文
庫
。(19-06-14)
　
　
筆
者
に
は
「
サ
ド
マ
ス
ゾ
ウ
」
と
振
り
假
名
あ
り
。
被
虐
の
悦
楽
の
頂
點
は
死
で
あ
る
と
し
て
、
可

虐
嗜
好
の
男
ら
か
ら
な
ぶ
ら
れ
な
が
ら
死
ん
で
ゆ
く
女
達
を
描
い
て
ゐ
る
。

●
安
藤
房
子
著
『
リ
サ
イ
ク
ル
・
セ
ッ
ク
ス
』平
成
十
六
年
、ダ
ブ
リ
ュ
エ
イ
ブ
イ
イ
ー
出
版
。(19-09-26)

　
　
副
題
に
「
元
彼
や
男
友
だ
ち
と
氣
輕
に
セ
ッ
ク
ス
す
る
女
た
ち
」
と
あ
る
。
戀
愛
感
情
を
持
た
ず
に
、

以
前
の
戀
ひ
人
や
知
人
と
性
交
渉
を
重
ね
る
女
性
が
増
え
て
ゐ
る
と
し
て
、
そ
の
性
交
渉
を
「
リ
サ
イ
ク

ル
セ
ッ
ク
ス
」
と
名
付
け
、
そ
の
實
態
を
報
告
し
て
ゐ
る
。
そ
れ
は
、
愛
情
抜
き
で
、
不
特
定
多
數
と
の

性
交
渉
に
伴
ふ
危
險
性
が
無
く
、
當
人
の
心
の
癒
し
と
滿
足
を
齎
す
と
い
ふ
利
點
が
あ
る
。
根
本
に
は
、

戀
ひ
人
や
夫
と
の
性
的
な
不
滿
足
に
目
を
背
け
、
一
時
し
の
ぎ
で
胡
塗
す
る
だ
け
で
あ
り
、
夫
や
戀
ひ
人

以
外
の
多
數
の
男
性
と
性
の
快
樂
を
求
め
る
こ
と
か
ら
、
出
逢
ひ
系
な
ど
の
危
險
に
近
づ
く
可
能
性
が
増

大
す
る
。
直
面
す
る
問
題
に
根
本
的
に
立
ち
向
か
ふ
爲
の
心
理
テ
ス
ト
を
提
示
し
て
ゐ
る
。

●
内
藤
み
か
著
『
美
男
子
の
お
値
段
』
平
成
十
六
年
、
ダ
ブ
リ
ュ
エ
イ
ブ
イ
イ
ー
出
版
。(19-10-09)

　
　
ホ
ス
ト
ク
ラ
ブ
や
出
張
ホ
ス
ト
で
働
く
男
に
つ
い
て
の
、
そ
れ
を
利
用
す
る
立
場
か
ら
の
體
驗
報
告

の
形
で
、
男
の
女
性
化
、
女
の
男
性
化
の
傾
向
と
、
女
性
が
男
を
買
ふ
心
理
を
分
析
、
紹
介
し
て
ゐ
る
。

「
値
段
」
に
つ
い
て
の
紹
介
や
議
論
は
、
殆
ど
無
い
。
ホ
ス
ト
ク
ラ
ブ
へ
來
る
女
性
客
に
多
額
の
金
を
支

出
さ
せ
る
心
理
的
な
仕
組
み
の
紹
介
は
興
味
深
い
。

●
菰
田
麻
紀
子
著
『
代
理
母
出
産
』
平
成
八
年
、
株
式
會
社
近
代
映
畫
社
。(19-12-04)

　
　
米
國
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
で
行
は
れ
て
ゐ
る
代
理
母
出
産
に
つ
い
て
、
我
が
國
で
そ
れ
を
仲
介
し
て
い

る
組
織
と
、
米
側
組
織
を
紹
介
し
、
そ
の
實
際
と
手
順
を
解
説
。
更
に
、
代
理
母
出
産
に
伴
ふ
諸
問
題
に

つ
い
て
解
説
。
但
し
、
國
内
非
合
法
の
治
療
を
外
國
で
受
け
る
と
い
ふ
脱
法
行
爲
に
伴
ふ
問
題
に
就
い
て

は
一
切
、
觸
れ
て
ゐ
な
い
。

●
酒
井
あ
ゆ
み
著
『
賣
春
論
』
平
成
十
七
年
、
株
式
會
社
河
出
書
房
新
社
。(19-12-13)

　
　
樣
々
な
形
の
賣
春
を
直
接
に
經
驗
し
て
き
た
筆
者
が
取
材
と
通
し
て
、
儲
か
る
人
と
さ
う
で
な
い
人
、

最
近
の
賣
春
婦
の
事
情
な
ど
を
紹
介
。
正
面
切
つ
て
論
じ
ら
れ
る
こ
と
の
少
な
い
分
野
な
の
で
、
興
味
深

い
。

こ
の
網
上
葉
の
履
歴

○
令
和
元
年
八
月
朔
日
、
掲
載
。
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